
九州両生爬虫類研究会 
 

第 ７ 回 

佐賀大会 

ヤマアカガエル 

Rana（Rana）ornativentr is Werner, 1904 

 

 

２０１６年２月２０日（土） 

アバンセ 第３研修室 



大会日程 

 

１０：００  受付  

１０：２５  開会あいさつ（会長・大会事務局） 

１０：３０  特別講演  

１１：４５  総会  

１２：３０  記念撮影  

１２：４０  昼食  

１３：４０  研究発表（1 人１５分、7 人） 

１５：３０  休憩  

１５：４５  一人 1 枚写真  

１６：３０  閉会あいさつ（大会事務局・次回事務局）   

 

 

 

懇親会 

 

会  場   トマトの湯むき （佐賀駅北口） 

 

時  間   １８：３０～２０：３０ 

 

 

 

２月２１日（日）の予定（希望者のみ） 

佐賀県立宇宙科学館見学（武雄市） 

カスミサンショウウオ産卵地  

集合場所  アバンセ 

出発時刻  ９：００ （５５分程度で到着） 

観   察  １０：００～  

終了解散  １１：００頃  （現地にて） 

 

 

 

 



特別講演 

演 題：「日本の両生類の現状と課題」 

講演者：福山 欣司 先生 

            慶應義塾大学  経済学部教授  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究発表 

１ 宇宙科学館周辺のカスミサンショウウオの産卵状況  

伊藤辰則（佐賀県立宇宙科学館） 

 

 

 

 

２ 大分サンショウウオ産卵場所の条件について考察  

   笹岡康則（宮崎昆虫同好会） 

 

 

 

 

３ ヒメハブの体サイズと出現するカエル類の関係について 

   ○西  真弘（奄美マングースバスターズ） 

岡野智和（鹿児島県立大島高校教諭） 

星野蒼一郎（鹿児島県立大島高校２年） 

 

 

 

 

４ 身近なカエルの年齢調査 

   ○泉  七海、岩村早苗、中本大吾、成松京香 （熊本県立宇土高校） 

    長尾圭祐（指導教諭） 

 
ニホンカナヘビ  

Takydromustachydromoides（ Schlegel ,1838） 



５ ネバタゴガエルについて 

   ○江頭幸士郎（京都大学大学院  人間・環境学研究科） 

    松井正文（京都大学大学院  人間・環境学研究科） 

    島田知彦（愛知教育大学  教育学部） 

 

 

６ 広域分布種リュウキュウカジカガエルの種内系統と 

その遺伝的分化 

○富永  篤（琉球大学  教育学部） 

  松井正文・江頭幸士郎（京都大学大学院  人間・環境学研究科） 

    太田英利（兵庫県立大学  自然・環境科学研究所） 

 

 

７ 九十九島周辺海域における 2003 年～2015 年の 

ウミガメの混獲状況 

○栗須翔弥・岩岡千香子・百武可奈子・川久保昌博  

（西海国立公園九十九島水族館） 

 

 

 

ポスター発表 

１ Web マップ（いきものログ）を用いた市民参加型カメ調査の試み 

  永野昌博（大分大学・教育福祉科学部） 

 
ニホンヒキガエル  

Bufo  japonicus  japonicuc Temminck et  Schlegel ,1838  



 


